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嘉島町議会だより 第3号平成24年度一般会計当初予算
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を目指し、一般会計は、歳入歳出それぞれ

43億8,058万1千円
報
告
、条
例
制
定
、議
決
事
件
、補
正
予

算
24
年
度
当
初
予
算
な
ど
20
議
案
が
提
案

さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。そ
の
他「
議
員
派
遣

の
件
」、「
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査
の

件
」に
つ
い
て
も
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。ま
た
、嘉
島
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

及
び
補
充
員
の
選
挙
も
行
わ
れ
、そ
れ
ぞ
れ

指
名
推
薦
に
よ
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

3月定例会
3月9日～3月13日

平成24年 第1回◎平成24年度一般会計当初予算について

「活力とうるおいに満ちた田園文化都市
　　　　　―住んで良かった！水の郷  嘉島―」

　歳入のうち、自主財源は前年度に比べ2億7158万5千円の増で、その軸
となる町民税は前年度比2.6％増の14億1,500万2千円を見込み計上。
　歳出のうち、投資的経費に15億3,639万6千円計上。

前年度に比べ6億8,232万8千円（18.5％）の増。

◎文化施設建設事業・・・・・・・・・・・・7億1,966万5千円
◎運動公園整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5億円
◎道路改良舗装事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・5,900万円
◎滝河原土地区画整理事業・・・・・・・・・・・・5,579万円 など。

主な
事業費

1.歳入財源内訳 2.歳出性質別内訳

予算額
4,380,581千円

依存財源
（51.6％）

自主財源
（48.4％）

予算額
4,380,581千円

繰入金
488,880千円
（11.2％）

町税
1,415,002千円
（32.3％） 町債

845,900千円
（19.3％）

国 県支出金
728,275千円
（16.6％）

地方交付税
522,000千円
（11.9％）

地方譲与税　40,000千円（0.9％）
利子割交付金　1,900千円（－）
配当割交付金　1,000千円（－）
株式等譲渡所得割交付金　200千円（－）
地方消費税交付金　110,000千円（2.5％）
自動車取得税交付金　5,000千円（0.1％）
地方特例交付金　2,000千円（－）
交通安全対策特別交付金　2,700千円（0.1％）

分担金及び負担金　96,983千円（2.2％）
使用料及び手数料　22,164千円（0.5％）
財産収入　2,622千円（0.1％）
繰越金　50,000千円（1.2％）
諸収入　45,954千円（1.1％）
寄附金　1千円（－）

積立金　1,165千円（－）
投資及び出資金　0千円（－）
繰出金　449,814千円（10.3％）
予備費　30,468千円（0.7％）

経常的経費　885,384千円（20.2％）
物件費　404,239千円（9.2％）
維持補修費　51,871千円（1.2％）
補助費等　429,274千円（9.8％）

投資的経費　1,536,393千円（35.1％）
普通建設事業費　1,536,393千円（35.1％）
災害復旧費　3千円（－）

義務的経費　1,477,354千円（33.7％）
人件費　686,024千円（15.7％）
扶助費　535,230千円（12.2％）
公債費　256,100千円（5.8％）



○嘉島町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例の制定について
・教育委員会委員を始めとする特別職の年額報酬の額の改定。

○嘉島町税条例の一部を改正する条例の制定について
・退職所得にかかる個人住民税に関すること。納税環境整備に関すること。たばこ税の調整に関すること。
 東日本大震災復興財源に係る地方税の臨時特例に関すること等。

○嘉島町民体育館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・町民体育館に会議室を設置したことに伴い使用料を定めること。

○嘉島町スポーツ交流広場の設置及び管理に関する条例の制定について
・嘉島中学校プール隣接地に建設したフットサル場の供用開始に伴うもの。

○嘉島町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
・介護保険料を定めること。

○嘉島町都市公園条例の一部を改正する条例の制定について
・高田みんなの広場公園使用料に回数券を採用すること等。

嘉島町議会だより 第3号 平成24年度特別会計・平成23年度補正予算

平成23年度一般会計補正予算（第7号）  ⇒  5,036万4千円減額し、
予算総額37億7,550万2千円に人件費、物件費等の減額が主なもの

◎平成23年度補正予算について

◎平成23年度特別会計補正予算について

◎条例改正

3

・町道の路線廃止について　　滝河原高田線（延長561.4ⅿ　幅員4.0ⅿ～6.0ⅿ）
・町道の路線認定について　　西村地区13号線他20路線

◎議決事件

国民健康保険
（第３号）

介護保険
（第３号）

公共下水道事業（第
４号）

後期高齢者医療（第
２号）

3,955万7千円追加し、
総額10億8,474万2千円に

国保連合会負担金の追加が主
なもの。

施設介護サービス給付費の減
額が主なもの。

予備費の減額が主なもの。

後期高齢者医療広域連合納付
金の減額が主なもの。

3,648万3千円減額し、
総額6億8,822万7千円に

1,246万5千円減額し、
総額7億8，536万8千円に

594万5千円減額し、
総額9，723万7千円に

◎平成24年度特別会計当初予算について
①国民健康保険
歳入歳出それぞれ10億5,119万5千円、前年度に比べ5,934万8千円（6.0％）の増。

②住宅新築資金等貸付
歳入歳出それぞれ80万2千円、前年度に比べ31万2千円（28.0％）の減。

③介護保険
歳入歳出それぞれ6億6,396万4千円、前年度に比べ2,204万8千円（3.2％）の減。

④公共下水道事業
歳入歳出それぞれ8億9，577万1千円、前年度に比べ320万４千円（0.4％）の減。

⑤後期高齢者医療
歳入歳出それぞれ1億124万6千円、前年度に比べ61万5千円（0.6％）の減。



嘉島町議会だより 第3号一部事務組合議会報告
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・上益城消防組合火災予防条例の一部を改正する条例について
・平成23年度上益城消防組合一般会計補正予算（第4号）について
・平成24年度上益城消防組合一般会計予算について

上益城消防組合議会

平成24年第1回定例議会（平成24年2月8日開催）議会報告

条例改正など3議案が提案され、原案のとおり可決されました。

町　名 嘉島町 御船町 甲佐町 益城町 計

負担金（千円） 37,452 50,960 46,148 44,440 179,000

・益城、嘉島、西原環境衛生施設組合ごみ処理施設建設基金条例の制定について
　※総額50億円を目標に各町村の負担割合に応じて、平成24年度より年間5,000万円を積み立てることに決定
・平成23年度益城、嘉島、西原環境衛生施設組合一般会計補正予算（第2号）について
・平成24年度益城、嘉島、西原環境衛生施設組合一般会計予算について

益城、嘉島、西原環境衛生施設組合議会

平成24年第1回定例会（平成24年2月20日開催）議会報告

条例制定など3議案が提案され、原案のとおり可決されました。

町　名 嘉島町 益城町 西原村 計

負担金（千円） 74,069 208,936 65,448 348,453

・御船地区衛生施設組合長期継続契約を締結することができる契約を定める条例の制定について
・平成23年度御船地区衛生施設組合一般会計補正予算（第3号）について
・平成24年度御船地区衛生施設組合一般会計予算の承認について

御船地区衛生施設組合議会

平成24年第1回臨時会（平成24年2月17日開催）議会報告

条例制定など3議案が提案され、原案のとおり可決されました。

町　名 嘉島町 御船町 益城町 甲佐町 山都町 計

負担金（千円） 8,653 12,878 18,319 10,531 14,466 64,847

・専決処分の報告及び承認について
 上広専第2号熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について
・専決処分の報告及び承認について上広専第3号
 上益城広域連合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・平成23年度上益城広域連合一般会計補正予算（第1号）について
・平成24年度上益城広域連合一般会計予算について

上益城広域連合議会

平成24年第1回定例会（平成24年2月24日開催）議会報告

議決事件など4議案が提案され、承認・原案のとおり可決されました。
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宮
本 

睦
生 

議
員

鍋
田 

　
平 

議
員

　
　
中
学
校
の『
武
道
』が
必
修

　
　 

化
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

　
　 

生
徒
の
安
全
対
策
は
！

　
保
健
体
育
の
体
育
分
野

で
、国
は「
伝
統
と
文
化
の
尊

重
」
を
盛
り
込
ん
だ
改
正
教

育
基
本
法
に
基
づ
き
、
武
道

等
の
必
修
化
を
決
定
。
武
道

は
柔
道
、剣
道
、相
撲
の
３
つ

の
競
技
が
あ
り
ま
す
。
指
導

要
綱
に
よ
り
ま
す
内
容
は
、

第
１
学
年
及
び
第
２
学
年
で

技
が
で
き
る
楽
し
さ
や
喜
び

を
味
わ
い
、
相
手
の
動
き
に

応
じ
た
基
本
動
作
か
ら
、
基

本
と
な
る
技
を
用
い
て
柔
道

で
は
投
げ
た
り
抑
え
た
り
。

剣
道
で
は
、打
っ
た
り
、受
け

た
り
。相
撲
で
は
、押
し
た
り

よ
っ
た
り
す
る
等
の
攻
防
を

展
開
す
る
こ
と
。
第
３
学
年

で
は
、
試
合
で
技
を
高
め
勝

敗
を
争
う
楽
し
さ
や
喜
び
を

味
わ
い
、
得
意
技
を
身
に
付

け
相
手
を
崩
し
、
仕
掛
け
た

り
、
応
じ
た
り
す
る
等
の
攻

岡 

　
牧
生 

議
員

防
を
展
開
す
る
事
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

そ
こ
で
お
尋
ね
し
ま
す
。

①
嘉
島
中
学
校
で
は
、
ど
の

競
技
を
選
択
さ
れ
る
の
か

②
学
習
時
間
は
ど
れ
く
ら
い

か
？

③
指
導
者
は
教
諭
又
は
、
外

部
か
ら
招
く
の
か
？

④
生
徒
の
安
全
対
策
は
？

以
上
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　
　

　
当
嘉
島
中
学
校
に
お
き
ま

し
て
は
、
剣
道
を
選
択
し
て

お
り
ま
す
。
理
由
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
先
ず
剣
道
具
が

20
セ
ッ
ト
以
上
揃
っ
て
い
る

と
い
う
点
で
す
。
も
う
一
つ

武
道
場
、
相
撲
場
が
無
く
体

育
館
で
出
来
る
種
目
と
し
ま

し
て
は
剣
道
が
最
適
で
あ
る

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
３
番

目
に
学
校
事
故
の
防
止
観
点

か
ら
、柔
道
、相
撲
に
比
べ
ま

し
て
非
常
に
事
故
の
発
生
が

少
な
い
点
で
あ
り
ま
す
。
以

上
の
観
点
か
ら
用
具
、場
所
、

安
全
性
を
優
先
い
た
し
ま
し

て
剣
道
を
選
択
し
て
お
り
ま

す
。

　
授
業
時
間
で
す
が
各
学
年

と
も
年
間
８
時
間
か
ら
10
時

間
の
履
修
を
年
間
計
画
に
位

置
づ
け
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。
指
導
者
と
し
て
２
名
の

体
育
担
当
の
教
諭
を
考
え
て

お
り
、
24
年
度
に
お
き
ま
し

て
も
、
講
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
参
加
を
す
る
と
い

う
こ
と
で
予
定
を
し
て
お
り

ま
す
。
外
部
か
ら
の
指
導
者

に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ

考
え
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
生

徒
の
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
剣
道
の
場
合
破
損
し
た

竹
刀
の
破
片
が
目
に
刺
さ
る

事
故
等
が
報
告
さ
れ
て
お
り

ま
す
。こ
の
為
、竹
刀
の
破
損

チ
ェ
ッ
ク
や
接
触
及
び
転
倒

に
よ
る
事
故
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
事
故
を
想
定
し
て
２
人
の

教
諭
が
安
全
性
を
徹
底
的
に

指
導
す
る
事
で
、
事
故
の
未

然
防
止
を
図
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
　
導
入
に
伴
っ
て
！

①
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導

入
前
・
後
の
電
気
料
金
比
較

は
？

②
小
中
学
校
で
の
環
境
教
育

の
取
組
は
？

③
太
陽
光
で
発
電
さ
れ
た
電

気
は
非
常
時
に
使
用
可
能

か
？

　
　
学
校
教
育
課
長

①
年
間
約
97
万
円
の
電
気
料

金
が
節
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
小
学
校
で
は
、学
校
経
営
案

の
中
で
環
境
教
育
全
体
計

画
に
、教
科
ご
と
に
取
組
を

示
し
て
い
ま
す
。環
境
美
化

や
自
然
環
境
へ
の
関
わ
り

な
ど
に
興
味
・
関
心
が
高
ま

り
、
学
校
生
活
で
は
、
教
室

等
の
節
電
や
水
道
の
節
水

な
ど
に
効
果
を
上
げ
て
い

ま
す
。
中
学
校
で
も
、
環
境

教
育
全
体
計
画
を
策
定
し

て
お
り
、教
科
の
中
で
環
境

の
保
全
活
動
や
環
境
問
題

の
解
決
に
意
欲
的
に
関
わ

ろ
う
と
す
る
態
度
や
能
力

を
育
成
し
て
い
ま
す
。

③
大
掛
か
り
な
工
事
が
必
要

で
、変
換
機
な
ど
の
工
事
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
節
電
対
策
に
つ
い
て
！

　
現
在
私
た
ち
が
大
き
く
依

存
し
て
い
る
原
子
力
で
の
電

気
は
、安
全
確
保
さ
れ
な
け
れ

ば
再
稼
働
さ
れ
ず
、安
定
供
給

が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の

よ
う
な
中
、公
共
施
設
の
節
電

の
取
組
と
し
、発
光
ダ
イ
オ
ー

ド
（
L
E
D
）
に
設
備
を
移
行

し
て
い
く
事
が
重
要
で
は
？

　
　
総
務
課
長

　
L
E
D

照
明
に
関

し
て
現
時

点
で
は
節

電

効

果

（
約
30
％
）

に
対
し
コ

ス
ト
（
約

２
倍
）
と

い
う
現
状
も
あ
り
、新
築
及
び

改
築
に
伴
わ
な
い
単
独
改
修

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

庁
舎
に
関
し
て
は
建
築
後
14

年
を
経
過
し
て
お
り
、建
物
本

体
・
設
備
な
ど
劣
化
し
て
い
る

為
、省
エ
ネ
設
備
な
ど
を
含
め

た
一
体
的
か
つ
合
理
的
な
大

規
模
改
修
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
た
め
財
政
計
画

を
踏
ま
え
、５
年
以
内
の
改
修

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　
自
転
車
・
歩
行
者
の
走
　

　   

（
歩
）行
環
境
に
つ
い
て
！

　
近
年
、自
転
車
と
歩
行
者
で

の
事
故
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
本
町
で
の
対
応

は
？

　
　
建
設
課
長

　
主
要
通
学
路
等
の
歩
道
・
自

転
車
専
用
レ
ー
ン
に
つ
い
て

は
、今
後
の
検
討
課
題
と
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
尚
、自
転
車
は
車
道
の
左
端

を
通
行
す
る
の
が
原
則
で
す

が
、｢

安
全
が
優
先｣

す
る
た

め
、｢

児
童
・
幼
児
（
13
歳
未

満
）、70
歳
以
上
の
人
、身
体
の

不
自
由
な
人
が
自
転
車
を
運

転
す
る
場
合｣

や｢

車
道
や
交

通
状
況
か
ら
安
全
を
確
保
す

る
た
め
や
む
を
得
な
い
場
合｣

等
は
歩
道
を
通
行
出
来
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
、小
中
学
校

の
児
童
、生
徒
の
皆
さ
ん
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
広
報
誌
に
も
記

載
し
、広
報
し
て
い
く
予
定
で

す
。

◆◆ ◆ ◆ ◆

シリーズ その２ 地方議会について
・嘉島町議会（定数11人）の組織

①議長・副議長
・議長と副議長は、議員の中から選挙で選ばれます。
・議長は議会を代表し、議会の運営を円滑に進めるため、議場の秩序保持や議事の整理、及び議会の事務を統理（監督）
します。
・副議長は、議長に事故があるとき、又は議長が欠けたとき、その職務を行います。

②本会議
・議会は、年4回（3月、6月、9月、12月）定期的に開かれる定例会と、必要があるとき、特定の事件に限り、審議するために
開かれる臨時会とがあります。いずれの場合も町長が招集して開かれます。
・定例会や臨時会において、議員全員が議場に集まって開かれる会議を本会議といいます。
・この本会議で議会の最終的な意思（団体意思・機関意思）の決定を行います。
※団体意思とは、「嘉島町」という団体の意思を言います。
※機関意思とは、「嘉島町議会」という機関の意思を言います。

③委員会
・委員会には、常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会があります。それぞれの委員会には、委員長及び副委員長が
置かれています。
・嘉島町議会には、総務常任委員会（4人）・経済厚生常任委員会（4人）・建設常任委員会（3人）、議会運営委員会（4人）及
び議会広報特別委員会（5人）が置かれています。　※（　）内の数字は、条例定数です。

④全員協議会
・議案の審査又は議会の運営に関し協議又は調整を行うための場として置かれます。原則として全議員で協議します。

⑤事務局
・嘉島町議会には、事務処理等の補助機関として事務局（職員定数1人）が設置されています。

　
　
平
成
24
年
度
新
年
度
予

　
　
算
に
つ
い
て
。

　
平
成
24
年
度
新
年
度
予
算
は
何
を

重
点
に
取
り
組
ま
れ
た
の
か
お
尋
ね

し
ま
す
。

　
　  

町
長

　
平
成
24
年
、25
年
度
２
カ
年
の
継

続
事
業
で
役
場
東
側
に
建
築
す
る
文

化
施
設
の
整
備
、平
成
25
年
度
末
の

完
成
を
目
指
し
て
い
る「
総
合
運
動

公
園
整
備
」、土
地
区
画
整
備
事
業
な

ど
の「
都
市
計
画
整
備
」、地
域
農
業

発
展
の
た
め
の「
産
業
振
興
補
助
金

を
は
じ
め
と
す
る
補
助
・
交
付
金
」・

平
成
23
年
度
限
り
国
庫
補
助
事
業
で

実
施
さ
れ
た「
子
宮
頸
が
ん
、ヒ
ブ
、

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
」の
自
己
負
担
２
割
で
の
継
続
実

施
、「
太
陽
光
発
電
設
置
費
補
助
金
」、

「
地
積
調
査
経
費
」、「
小
中
学
校
施
設

改
修
」な
ど
の
事
業
を
第
５
次
嘉
島

町
総
合
計
画
に
基
づ
き
実
施
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
平
成
24
年
度
と
し
て
、

　
　「
子
育
て
支
援
施
策
」の

　
　
取
り
組
み
は
？

　
年
々
出
生
率
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。減
少
の
要
因
と
し
て
、子
育
て

環
境
が
充
実
し
て
い
な
い
と
の
声
も

あ
り
ま
す
が
、嘉
島
町
と
し
て「
子
育

て
支
援
施
策
」は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
お
ら
れ
る
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　  

町
民
課
長

　
嘉
島
町
の
出
生
数
は
年
間
100

人
程
度
で
、出
生
率
は
1.1
％
程
度
で

す
が
、近
年
嘉
島
町
に
生
活
の
本
拠

を
求
め
る
方
々
が
増
加
し
て
５
歳
未

満
の
子
ど
も
の
数
が
増
え
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、待
機
児
童
も

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、嘉
島
町
の
２

つ
の
認
可
保
育
園
の
定
員
120
名
に
対

し
て
大
き
く
上
回
る
140
と
160
名
の
受

け
入
れ
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、平
成
25
年
度
か
ら
は
嘉
島

幼
稚
園
で
も
３
歳
児
教
育
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

〈
福
祉
関
係
の
支
援
〉

☆
保
育
時
間
を
延
長
し
て
預
か
る

「
延
長
保
育
事
業
」

☆
親
子
で
気
軽
に
集
ま
っ
て
交
流

し
、相
談
・
情
報
交
換
な
ど
を
お

こ
な
う「
つ
ど
い
の
広
場
事
業
」

☆
保
護
者
の
事
由
に
よ
り
、未
就
学

児
童
を
預
か
る「
一
時
預
か
り
事

業
」

☆
育
児
の
必
要
な
人
と
、子
ど
も
を

預
か
る
こ
と
が
で
き
る
人
に
登

録
し
て
も
ら
い
子
育
て
の
相
互

依
存
活
動
を
促
す「
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
」

☆
授
業
終
了
後
遊
び
や
生
活
の
場
を

提
供
す
る
「
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
」

〈
保
健
関
係
支
援
〉

☆
高
校
就
学
前
ま
で
の
医
療
費
や
入

院
費
に
対
し
て
全
額
助
成
の「
乳

幼
児
・
児
童
医
療
費
助
成
事
業
」

☆
ヒ
ブ
・
小
児
肺
炎
球
菌
・
子
宮
頸
が

ん
予
防
接
種
、全
額
無
料
の「
任

意
予
防
接
種
助
成
事
業
」

　
今
後
、
新
子
育
て
施
策
「
新
子
ど

も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」に
移
行
し

ま
す
が
、保
護
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
可
能
な
限
り
対
応
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
嘉
島
中
学
校
生
徒
の
通
学

　
　 

路
安
全
確
保
に
つ
い
て

　
現
在
、中
学
校
の
通
学
路
は
交
通

量
の
増
加
で
大
変
危
険
な
状
態
で

す
。特
に
中
学
北
側
の
通
学
路
は
狭

く
、車
に
巻
き
込
ま
れ
そ
う
に
見
受

け
ら
れ
ま
す
が
、通
学
の
時
間
帯
だ

け
で
も
車
の
通
行
規
制
は
で
き
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
　  

総
務
課
長

　
ご
指
摘
の
町
道
の
安
全
確
保
は
昨

年
９
月
の
議
会
で
建
設
課
長
が
答
弁

し
ま
し
た
よ
う
に
、ド
ラ
ッ
ク
ス
ト

ア
・
モ
リ
前
か
ら
嘉
島
中
学
校
、東
小

学
校
か
ら
中
学
校
、三
郎
無
田
か
ら

東
小
学
校
へ
の
歩
道
整
備
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　
通
学
時
間
帯
の
車
両
規
制
は
要
望

書
の
提
出
な
ど
が
あ
れ
ば
地
区
住
民

の
同
意
を
得
た
上
で
町
か
ら
管
轄
警

察
へ
申
請
し
ま
す
。警
察
は
対
象
道

路
の
調
査
を
経
て
規
制
の
判
断
を
し

ま
す
。今
後
と
も
教
育
委
員
会
と
連

携
を
と
り
、通
学
路
の
安
全
確
保
に

努
め
ま
す
。
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宮
本 

睦
生 

議
員

鍋
田 

　
平 

議
員

　
　
中
学
校
の『
武
道
』が
必
修

　
　 

化
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

　
　 

生
徒
の
安
全
対
策
は
！

　
保
健
体
育
の
体
育
分
野

で
、国
は「
伝
統
と
文
化
の
尊

重
」
を
盛
り
込
ん
だ
改
正
教

育
基
本
法
に
基
づ
き
、
武
道

等
の
必
修
化
を
決
定
。
武
道

は
柔
道
、剣
道
、相
撲
の
３
つ

の
競
技
が
あ
り
ま
す
。
指
導

要
綱
に
よ
り
ま
す
内
容
は
、

第
１
学
年
及
び
第
２
学
年
で

技
が
で
き
る
楽
し
さ
や
喜
び

を
味
わ
い
、
相
手
の
動
き
に

応
じ
た
基
本
動
作
か
ら
、
基

本
と
な
る
技
を
用
い
て
柔
道

で
は
投
げ
た
り
抑
え
た
り
。

剣
道
で
は
、打
っ
た
り
、受
け

た
り
。相
撲
で
は
、押
し
た
り

よ
っ
た
り
す
る
等
の
攻
防
を

展
開
す
る
こ
と
。
第
３
学
年

で
は
、
試
合
で
技
を
高
め
勝

敗
を
争
う
楽
し
さ
や
喜
び
を

味
わ
い
、
得
意
技
を
身
に
付

け
相
手
を
崩
し
、
仕
掛
け
た

り
、
応
じ
た
り
す
る
等
の
攻

岡 

　
牧
生 

議
員

防
を
展
開
す
る
事
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

そ
こ
で
お
尋
ね
し
ま
す
。

①
嘉
島
中
学
校
で
は
、
ど
の

競
技
を
選
択
さ
れ
る
の
か

②
学
習
時
間
は
ど
れ
く
ら
い

か
？

③
指
導
者
は
教
諭
又
は
、
外

部
か
ら
招
く
の
か
？

④
生
徒
の
安
全
対
策
は
？

以
上
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　
　

　
当
嘉
島
中
学
校
に
お
き
ま

し
て
は
、
剣
道
を
選
択
し
て

お
り
ま
す
。
理
由
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
先
ず
剣
道
具
が

20
セ
ッ
ト
以
上
揃
っ
て
い
る

と
い
う
点
で
す
。
も
う
一
つ

武
道
場
、
相
撲
場
が
無
く
体

育
館
で
出
来
る
種
目
と
し
ま

し
て
は
剣
道
が
最
適
で
あ
る

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
３
番

目
に
学
校
事
故
の
防
止
観
点

か
ら
、柔
道
、相
撲
に
比
べ
ま

し
て
非
常
に
事
故
の
発
生
が

少
な
い
点
で
あ
り
ま
す
。
以

上
の
観
点
か
ら
用
具
、場
所
、

安
全
性
を
優
先
い
た
し
ま
し

て
剣
道
を
選
択
し
て
お
り
ま

す
。

　
授
業
時
間
で
す
が
各
学
年

と
も
年
間
８
時
間
か
ら
10
時

間
の
履
修
を
年
間
計
画
に
位

置
づ
け
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。
指
導
者
と
し
て
２
名
の

体
育
担
当
の
教
諭
を
考
え
て

お
り
、
24
年
度
に
お
き
ま
し

て
も
、
講
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
参
加
を
す
る
と
い

う
こ
と
で
予
定
を
し
て
お
り

ま
す
。
外
部
か
ら
の
指
導
者

に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ

考
え
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
生

徒
の
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
剣
道
の
場
合
破
損
し
た

竹
刀
の
破
片
が
目
に
刺
さ
る

事
故
等
が
報
告
さ
れ
て
お
り

ま
す
。こ
の
為
、竹
刀
の
破
損

チ
ェ
ッ
ク
や
接
触
及
び
転
倒

に
よ
る
事
故
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
事
故
を
想
定
し
て
２
人
の

教
諭
が
安
全
性
を
徹
底
的
に

指
導
す
る
事
で
、
事
故
の
未

然
防
止
を
図
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
　
導
入
に
伴
っ
て
！

①
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導

入
前
・
後
の
電
気
料
金
比
較

は
？

②
小
中
学
校
で
の
環
境
教
育

の
取
組
は
？

③
太
陽
光
で
発
電
さ
れ
た
電

気
は
非
常
時
に
使
用
可
能

か
？

　
　
学
校
教
育
課
長

①
年
間
約
97
万
円
の
電
気
料

金
が
節
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
小
学
校
で
は
、学
校
経
営
案

の
中
で
環
境
教
育
全
体
計

画
に
、教
科
ご
と
に
取
組
を

示
し
て
い
ま
す
。環
境
美
化

や
自
然
環
境
へ
の
関
わ
り

な
ど
に
興
味
・
関
心
が
高
ま

り
、
学
校
生
活
で
は
、
教
室

等
の
節
電
や
水
道
の
節
水

な
ど
に
効
果
を
上
げ
て
い

ま
す
。
中
学
校
で
も
、
環
境

教
育
全
体
計
画
を
策
定
し

て
お
り
、教
科
の
中
で
環
境

の
保
全
活
動
や
環
境
問
題

の
解
決
に
意
欲
的
に
関
わ

ろ
う
と
す
る
態
度
や
能
力

を
育
成
し
て
い
ま
す
。

③
大
掛
か
り
な
工
事
が
必
要

で
、変
換
機
な
ど
の
工
事
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
節
電
対
策
に
つ
い
て
！

　
現
在
私
た
ち
が
大
き
く
依

存
し
て
い
る
原
子
力
で
の
電

気
は
、安
全
確
保
さ
れ
な
け
れ

ば
再
稼
働
さ
れ
ず
、安
定
供
給

が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の

よ
う
な
中
、公
共
施
設
の
節
電

の
取
組
と
し
、発
光
ダ
イ
オ
ー

ド
（
L
E
D
）
に
設
備
を
移
行

し
て
い
く
事
が
重
要
で
は
？

　
　
総
務
課
長

　
L
E
D

照
明
に
関

し
て
現
時

点
で
は
節

電

効

果

（
約
30
％
）

に
対
し
コ

ス
ト
（
約

２
倍
）
と

い
う
現
状
も
あ
り
、新
築
及
び

改
築
に
伴
わ
な
い
単
独
改
修

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

庁
舎
に
関
し
て
は
建
築
後
14

年
を
経
過
し
て
お
り
、建
物
本

体
・
設
備
な
ど
劣
化
し
て
い
る

為
、省
エ
ネ
設
備
な
ど
を
含
め

た
一
体
的
か
つ
合
理
的
な
大

規
模
改
修
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
た
め
財
政
計
画

を
踏
ま
え
、５
年
以
内
の
改
修

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　
自
転
車
・
歩
行
者
の
走
　

　   

（
歩
）行
環
境
に
つ
い
て
！

　
近
年
、自
転
車
と
歩
行
者
で

の
事
故
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
本
町
で
の
対
応

は
？

　
　
建
設
課
長

　
主
要
通
学
路
等
の
歩
道
・
自

転
車
専
用
レ
ー
ン
に
つ
い
て

は
、今
後
の
検
討
課
題
と
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
尚
、自
転
車
は
車
道
の
左
端

を
通
行
す
る
の
が
原
則
で
す

が
、｢

安
全
が
優
先｣

す
る
た

め
、｢

児
童
・
幼
児
（
13
歳
未

満
）、70
歳
以
上
の
人
、身
体
の

不
自
由
な
人
が
自
転
車
を
運

転
す
る
場
合｣

や｢

車
道
や
交

通
状
況
か
ら
安
全
を
確
保
す

る
た
め
や
む
を
得
な
い
場
合｣

等
は
歩
道
を
通
行
出
来
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
、小
中
学
校

の
児
童
、生
徒
の
皆
さ
ん
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
広
報
誌
に
も
記

載
し
、広
報
し
て
い
く
予
定
で

す
。

◆◆ ◆ ◆ ◆

シリーズ その２ 地方議会について
・嘉島町議会（定数11人）の組織

①議長・副議長
・議長と副議長は、議員の中から選挙で選ばれます。
・議長は議会を代表し、議会の運営を円滑に進めるため、議場の秩序保持や議事の整理、及び議会の事務を統理（監督）
します。
・副議長は、議長に事故があるとき、又は議長が欠けたとき、その職務を行います。

②本会議
・議会は、年4回（3月、6月、9月、12月）定期的に開かれる定例会と、必要があるとき、特定の事件に限り、審議するために
開かれる臨時会とがあります。いずれの場合も町長が招集して開かれます。
・定例会や臨時会において、議員全員が議場に集まって開かれる会議を本会議といいます。
・この本会議で議会の最終的な意思（団体意思・機関意思）の決定を行います。
※団体意思とは、「嘉島町」という団体の意思を言います。
※機関意思とは、「嘉島町議会」という機関の意思を言います。

③委員会
・委員会には、常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会があります。それぞれの委員会には、委員長及び副委員長が
置かれています。
・嘉島町議会には、総務常任委員会（4人）・経済厚生常任委員会（4人）・建設常任委員会（3人）、議会運営委員会（4人）及
び議会広報特別委員会（5人）が置かれています。　※（　）内の数字は、条例定数です。

④全員協議会
・議案の審査又は議会の運営に関し協議又は調整を行うための場として置かれます。原則として全議員で協議します。

⑤事務局
・嘉島町議会には、事務処理等の補助機関として事務局（職員定数1人）が設置されています。

　
　
平
成
24
年
度
新
年
度
予

　
　
算
に
つ
い
て
。

　
平
成
24
年
度
新
年
度
予
算
は
何
を

重
点
に
取
り
組
ま
れ
た
の
か
お
尋
ね

し
ま
す
。

　
　  

町
長

　
平
成
24
年
、25
年
度
２
カ
年
の
継

続
事
業
で
役
場
東
側
に
建
築
す
る
文

化
施
設
の
整
備
、平
成
25
年
度
末
の

完
成
を
目
指
し
て
い
る「
総
合
運
動

公
園
整
備
」、土
地
区
画
整
備
事
業
な

ど
の「
都
市
計
画
整
備
」、地
域
農
業

発
展
の
た
め
の「
産
業
振
興
補
助
金

を
は
じ
め
と
す
る
補
助
・
交
付
金
」・

平
成
23
年
度
限
り
国
庫
補
助
事
業
で

実
施
さ
れ
た「
子
宮
頸
が
ん
、ヒ
ブ
、

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
」の
自
己
負
担
２
割
で
の
継
続
実

施
、「
太
陽
光
発
電
設
置
費
補
助
金
」、

「
地
積
調
査
経
費
」、「
小
中
学
校
施
設

改
修
」な
ど
の
事
業
を
第
５
次
嘉
島

町
総
合
計
画
に
基
づ
き
実
施
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
平
成
24
年
度
と
し
て
、

　
　「
子
育
て
支
援
施
策
」の

　
　
取
り
組
み
は
？

　
年
々
出
生
率
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。減
少
の
要
因
と
し
て
、子
育
て

環
境
が
充
実
し
て
い
な
い
と
の
声
も

あ
り
ま
す
が
、嘉
島
町
と
し
て「
子
育

て
支
援
施
策
」は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
お
ら
れ
る
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　  

町
民
課
長

　
嘉
島
町
の
出
生
数
は
年
間
100

人
程
度
で
、出
生
率
は
1.1
％
程
度
で

す
が
、近
年
嘉
島
町
に
生
活
の
本
拠

を
求
め
る
方
々
が
増
加
し
て
５
歳
未

満
の
子
ど
も
の
数
が
増
え
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、待
機
児
童
も

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、嘉
島
町
の
２

つ
の
認
可
保
育
園
の
定
員
120
名
に
対

し
て
大
き
く
上
回
る
140
と
160
名
の
受

け
入
れ
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、平
成
25
年
度
か
ら
は
嘉
島

幼
稚
園
で
も
３
歳
児
教
育
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

〈
福
祉
関
係
の
支
援
〉

☆
保
育
時
間
を
延
長
し
て
預
か
る

「
延
長
保
育
事
業
」

☆
親
子
で
気
軽
に
集
ま
っ
て
交
流

し
、相
談
・
情
報
交
換
な
ど
を
お

こ
な
う「
つ
ど
い
の
広
場
事
業
」

☆
保
護
者
の
事
由
に
よ
り
、未
就
学

児
童
を
預
か
る「
一
時
預
か
り
事

業
」

☆
育
児
の
必
要
な
人
と
、子
ど
も
を

預
か
る
こ
と
が
で
き
る
人
に
登

録
し
て
も
ら
い
子
育
て
の
相
互

依
存
活
動
を
促
す「
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
」

☆
授
業
終
了
後
遊
び
や
生
活
の
場
を

提
供
す
る
「
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
」

〈
保
健
関
係
支
援
〉

☆
高
校
就
学
前
ま
で
の
医
療
費
や
入

院
費
に
対
し
て
全
額
助
成
の「
乳

幼
児
・
児
童
医
療
費
助
成
事
業
」

☆
ヒ
ブ
・
小
児
肺
炎
球
菌
・
子
宮
頸
が

ん
予
防
接
種
、全
額
無
料
の「
任

意
予
防
接
種
助
成
事
業
」

　
今
後
、
新
子
育
て
施
策
「
新
子
ど

も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」に
移
行
し

ま
す
が
、保
護
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
可
能
な
限
り
対
応
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
嘉
島
中
学
校
生
徒
の
通
学

　
　 

路
安
全
確
保
に
つ
い
て

　
現
在
、中
学
校
の
通
学
路
は
交
通

量
の
増
加
で
大
変
危
険
な
状
態
で

す
。特
に
中
学
北
側
の
通
学
路
は
狭

く
、車
に
巻
き
込
ま
れ
そ
う
に
見
受

け
ら
れ
ま
す
が
、通
学
の
時
間
帯
だ

け
で
も
車
の
通
行
規
制
は
で
き
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
　  

総
務
課
長

　
ご
指
摘
の
町
道
の
安
全
確
保
は
昨

年
９
月
の
議
会
で
建
設
課
長
が
答
弁

し
ま
し
た
よ
う
に
、ド
ラ
ッ
ク
ス
ト

ア
・
モ
リ
前
か
ら
嘉
島
中
学
校
、東
小

学
校
か
ら
中
学
校
、三
郎
無
田
か
ら

東
小
学
校
へ
の
歩
道
整
備
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　
通
学
時
間
帯
の
車
両
規
制
は
要
望

書
の
提
出
な
ど
が
あ
れ
ば
地
区
住
民

の
同
意
を
得
た
上
で
町
か
ら
管
轄
警

察
へ
申
請
し
ま
す
。警
察
は
対
象
道

路
の
調
査
を
経
て
規
制
の
判
断
を
し

ま
す
。今
後
と
も
教
育
委
員
会
と
連

携
を
と
り
、通
学
路
の
安
全
確
保
に

努
め
ま
す
。



嘉島町議会だより 第3号 選挙管理委員・補充員

選挙管理委員

選挙管理委員補充員

7

生 年 月 日氏 名順 位

第１順 位

第２順 位

第３順 位

第４順 位

林田　一男　さん

髙松　幸男　さん

山本　信博　さん

齊藤　　登　さん

S19.  1.  1　生まれ

S16.12.13　生まれ

S16.  2.16　生まれ

S12.  7.10　生まれ

任期：平成24年3月21日から平成28年3月20日まで

任期：平成24年3月21日から平成28年3月20日まで

地方自治法第118条第2項の規定により3月定例会において指名推薦されました

坂
﨑  

興
記
さ
ん

S15.3.9生まれ

福
嶋  

益
人
さ
ん

S15.2.22生まれ

岩
永  

信
義
さ
ん

S13.12.5生まれ

松
永  

信
也
さ
ん

S10.4.17生まれ



嘉島町議会だより 第3号全員協議会内容報告

＊現在使用されている台帳や字図（公図）が唯一の資料ですが、これは、明治初期に作成されたもの
で、当時の測量技術（機械）など幼稚であったため、実際の土地に比べて、位置、地形等が異なって
いるため、完全な資料としては期待できません。このような状況を改善・整備し、個人の所有権につい
ても、はっきり主張できる正確な台帳・図面を作成し、私たちの権利を完全に保護すること。

　毎年議会議員の人権、同和教育研修を県担当課より講師を招き、年１回実施していますが、このほか
にも研修をうけるべきとの意見もあり、木下議員の提案により４月２３日（月）全議員出席のもと本町議会
における、人権、同和教育について協議された結果、まだまだ差別案件の解消には至らない面もあり、そ
の完全解消を図るためにも、人権、同和教育を積極的に地域住民、町内企業、小・中学校などに啓発推
進していくべきとの意見の一致をみました。

（2）議会における人権、同和教育について

8

（目　的）

＊国・県で事業の円滑化を図るための指導方法
＊他市町村で実施されている事業の円滑化を図るための方法などを考慮し、着手地区を選定。

（新規着手地区選定方法）

1 連 絡 会 議……市町村と法務局その他、国や県の関係機関による連絡会議が開かれます。
2 地元説明会……地籍調査の内容、必要性、立会いなどについての説明会が開催されます。
3 実　　　施……土地所有者は必ず立会うこと、境界の杭は自分で打つこと、境界を互いに確認
　　　　　        することなどが必要です。

（地籍調査のすすめ方）

＊年　数………平成24年～平成40年
＊区筆数………合計21,843筆

（計画内容）

ア　完　了·······21市町村　　　　イ　実施中·······23市町村
ウ　休止中········ 0市町村　　　　エ　未着手········１市町村（嘉島町）

（他町村の状況）

嘉島町議会議員全員協議会開かれる！！

　平成24年3月12日（月）に今回、地籍調査事業が実施されるにあたり、農政課長より事業計画の
説明がありました。なお、実施計画の概要については下記のとおり説明がありました。

（1）地籍調査について

＊面　　積………合計13,364,750.86㎡
＊地権者数………4,877人



◆◆ ◆ ◆ ◆

嘉島町議会だより 第3号 組合報告・ドクターヘリ

9

上益城消防組合議会報告

①新消防署の建設予定地について。

②負担金の推移について

町　名 嘉島町 御船町 甲佐町 山都町 計

平成23年度 104,687 192,723 136,488 280,103 714,001

平成24年度 121,795 217,122 154,429 294,356 787,702

場　　所　　御船町のコスモス御船店付近
面　　積　　6,851.65ｍ2

進捗状況　　本年4月から土地交渉予定

選定・新築理由 
　・国道沿いで、緊急車両の出入りが良い。
　・職員訓練所の老朽化。
　・訓練スペースの確保により更なる技術向上。
　・避難場所確保（防災拠点）。
　・来客や講習に来られた方々への駐車場確保。
　・九州中央自動車道での事故対応時間の短縮。
　・現庁舎の老朽化。

熊本県ヘリ救急搬送体制が本格活働しました。

ドクターヘリ

運行開始日　　平成24年1月16日（月）
基 地 病 院　　熊本赤十字病院
基幹病院　　国立病院機構熊本医療センター・熊本赤十字病院
　　　　　　　済生会熊本病院・熊本大学医学部附属病院

＊負担金とは、嘉島町・御船町・甲佐町・山都町の４町村で負担するものです。
　また、負担率は、国勢調査人口などを基準とし、計算することで各町の負担率（％）が決まります。

＊ドクターヘリ、防災消防ヘリ、ヘリ運航に関する基幹病院が消防機関からの要請内容を共有し、連携しながら
　対応するなどの特徴を生かしながら、県内全域の重篤な傷病者のさらなる救命率の向上や後遺症の軽減に
　つなげ、県民の安心・安全の確保します。

▼

予定地

現在地
御船警察署



嘉島町議会だより 第3号
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研
修
内
容

嘉
島
町
議
会

　議
長

　
　津
出

　悦
男

提
言
活
動
報
告

こ
の
研
修
は
、新
人
議
員
を
対
象
と
し
た
も
の
で
し
た

が
、本
町
か
ら
は
対
象
議
員
以
外
の
方
も
多
数
参
加
し

ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
を
う
け
、

我
々
議
員
は
、町
民
の

幸
福
最
大
化
と
い
う

共
通
す
る
目
的
に
向

け
て
、議
会
と
首
長
が

粘
り
強
く
議
論
を
重

ね
、お
互
い
に
理
解
を

得
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
こ
と
や
、議

会
と
首
長
は
、地
域
の

発
展
、地
域
住
民
の
夢

を
叶
え
る
た
め
の
車

の
両
輪
で
あ
り
、ど
ち

ら
が
欠
け
て
も
、
ま

た
、協
調
が
な
け
れ
ば

ま
っ
す
ぐ
に
は
進
め

な
い
こ
と
な
ど
を
再

確
認
し
ま
し
た
。

　
九
州
中
央
自
動
車
道
建
設
促
進
沿

線
議
会
協
議
会（
熊
本
・
宮
崎
両
県
12

市
町
議
会
）主
催
に
よ
る
提
言
活
動

が
、去
る
平
成
24
年
2
月
1
日
よ
り
2

月
3
日
迄
実
施
さ
れ
、熊
本
県
側
よ
り

熊
本
市
議
会
議
長
ま
た
上
益
城
郡
か

ら
は
嘉
島
町
・
御
船
町
・
益
城
町
・
山

都
町
の
各
町
議
長
及
び
担
当
事
務
局

2
名
、宮
崎
県
側
か
ら
は
、延
岡
市
議

会
議
長
を
始
め
高
千
穂
町
・
日
之
影

町
・
五
ヶ
瀬
町
・
門
川
町
の
各
町
議
長

及
び
担
当
事
務
2
名
合
計
14
名
が
参

加
し
、九
州
中
央
自
動
車
道
の
早
期

整
備
に
つ
い
て
の
提
言
を
実
施
致
し
ま

し
た
が
、昨
年
8
月
12
日
は
一
日
間
と

限
ら
れ
た
中
で
の
活
動
で
あ
り
、福
岡

市
の
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局

及
び
西
日
本
高
速
道
路
㈱
九
州
支
社

等
を
廻
り
提
言
を
し
ま
し
た
が
、今
年

は
次
の
通
り（
西
日
本
高
速
道
路
熊

本
高
速
道
路
事
務
所
・
熊
本
県
庁
土

木
部
・
国
土
交
通
省
熊
本
河
川
国
道

事
務
所
・
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整

備
局
・
西
日
本
高
速
道
路
㈱
九
州
支

社
）、そ
し
て
東
京
で
は
国
土
交
通
省

（
政
務
三
役
、事
務
方
）や
財
務
省
・
民

主
党
本
部
・
地
元
選
出
国
会
議
員（
衆

参
）を
廻
り
、本
協
議
会
会
長
熊
本
市

議
会
議
長
津
田
征
士
郎
氏
よ
り
提
言

＊
地
方
議
会
制
度
に
つ
い
て

　
１
　
国
会
と
地
方
議
会
と
の
対
比

　
２
　
地
方
議
会
の
組
織

　
３
　
会
議
の
種
類
・
運
営
・
権
限

　
４
　
長
と
議
会
と
の
関
係

　
５
　
一
般
質
問

＊
地
域
主
権
戦
略
大
綱（
構
成
と
概
要
）

＊
地
方
議
会
を
巡
る
話
題

研
修
日
時
　
平
成
24
年
２
月
14
日（
火
）

町
村
新
議
員
研
修
会

平
成
23
年
度

議長研修報告

書
を
先
の
各
関
係
機
関
の
方
々
へ
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
民
主
党
本
部
で
は
、熊
本
宮
崎

両
県
選
出
国
会
議
員
が
揃
っ
て
対
応

さ
れ
、提
言
書
に
示
さ
れ
た
九
州
中
央

自
動
車
道（
九
州
横
断
自
動
車
道
延

岡
線
）は
、九
州
中
央
部
に
お
い
て
、九

州
縦
貫
自
動
車
道
と
東
九
州
自
動
車

道
を
結
び
、こ
れ
ら
と
一
体
に
な
っ
て

循
環
型
の
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
し
、九
州
の
東
西
軸
の
強
化
、

さ
ら
に
九
州
の
一
体
的
発
展
と
浮
揚
に

貢
献
す
る
路
線
で
あ
り
、熊
本
・
宮
崎

両
県
の
沿
線
住
民
1
1
0
万
人
の
永

年
に
わ
た
る
悲
願
で
あ
る
と
の
認
識

も
高
ま
り
、本
路
線
の
早
期
整
備
に
必

要
な
国
の
予
算
措
置
等
に
つ
い
て
も

出
来
る
限
り
要
望
に
叶
う
よ
う
努
力

す
る
と
の
応
対
も
さ
れ
ま
し
た
。

　
尚
、熊
本
県
選
出
衆
参
議
員
の
方
々

に
も
各
々
提
言
書
を
お
渡
し
て
早
期

完
成
に
向
け
て
の
予
算
等
の
確
保
に

努
力
す
る
と
の
応
対
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
提
言
活
動
は
過
去
も
何

度
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、と
に
か

く
ね
ば
り
強
く
今
後
も
提
言
活
動
を

実
施
し
、1
日
で
も
早
く
全
線
完
成
に

向
け
て
の
努
力
は
実
施
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

熊本・宮崎両県中央道沿線議会議長民主党への提言
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項 目 場 所 等月 日

2月8日

2月10日

2月14日

2月16日

2月17日

2月20日

2月24日

3月2日

3月4日

3月5日

組合会議室

自治会館

役場会議室

組合会議室

組合会議室

連合会議室

役場庁議室

嘉島町営体育館

熊本市

上益城消防組合議会平成24年第1回定例議会

議会広報「議会だより・第2号」発行

平成23年度熊本県町村議会新議員研修会

嘉島町議会議員全員協議会

御船地区衛生施設組合議会平成24年第1回定例会

益城、嘉島、西原環境衛生施設組合議会平成24年第1回定例会

上益城広域連合議会平成24年第1回定例会

議会運営委員会

嘉島町消防団出初式

ＴＰＰ協定に関する情報連絡会

3月10日

3月16日

3月19日

3月22日

3月27日

嘉島中学校

嘉島幼稚園

役場監査委員室

東小学校・西小学校

役場監査委員室

中学校卒業式

幼稚園卒園式

広報特別委員会（第3号・第1回編集会議）

小学校卒業式

広報特別委員会（第3号・第2回編集会議）

3月9日
～13日まで

嘉島町議会平成24年第1回定例会 役場議会議場

議会活動（平成24年2月～3月まで）

川
上
議
員
が

　
　
　
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
議
員
が

｢

熊
本
県
町
村
議
会
議
長
会
副
会
長｣

を

平
成
21
年
11
月
24
日
か
ら

平
成
23
年
２
月
28
日
ま
で

務
め
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て

全
国
町
村
議
長
会
よ
り

特
別
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

議員表彰・議会活動

（12日  嘉島町議会議員全員協議会）



田
中

　安
子 

（
上
島
）

「
声
」
　私
の
傍
聴
デ
ビ
ュ
ー

　
平
成
23
年
1
月
、こ
の
た
び
私
は
、平
成
7
年
を

最
後
に
無
投
票
が
続
い
た
嘉
島
町
議
会
議
員
選
挙

に
念
願
の
一
票
を
投
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。一
票

を
投
じ
た
者
と
し
て
の
義
務
、更
に
は
権
利
で
あ
る

と
い
う
思
い
が
あ
り
、議
会
が
開
催
さ
れ
た
折
に
は

是
非
議
会
を
傍
聴
し
た
い
と
の
思
い
で
、平
成
23
年

3
月
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
議
会
の
傍
聴
に
出
か

け
ま
し
た
。

　
私
た
ち
一
般
人
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
議
会
と
い
え

ば
、テ
レ
ビ
放
送
で
の
国
会
中
継
で
あ
り
、そ
の
様
子

は
議
員
同
士
の
激
し
い
バ
ト
ル
や
議
論
が
あ
り
、国

会
で
答
弁
し
た
内
容
は
国
民
と
の
約
束
と
な
り
、そ

の
約
束
が
守
ら
れ
な
い
と
厳
し
く
追
及
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
一
方
、嘉
島
町
議
会
の
一
般
質
問
は
、静
か
に
淡
々

と
進
行
し
て
い
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
は
、一
般
質
問
者

及
び
質
問
の
件
数
も
少
な
か
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。ま
た
、傍
聴
席
の
前
に
壁
が
あ
り
、前
列
の
椅
子

に
座
る
と
議
員
席
が
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。本
当

は
、議
員
の
会
議
で
の
姿
が
見
た
か
っ
た
の
で
す
。

　
只
、回
を
重
ね
る
ご
と
に
質
問
者
も
増
え
、平
成

23
年
第
3
回
議
会
で
は
６
名
、第
４
回
議
会
で
は
４

名
の
質
問
者
が
あ
り
、大
変
盛
会
で
し
た
。

　
年
４
回
開
か
れ
る
議
会
に
よ
っ
て「
嘉
島
に
住
ん

で
よ
か
っ
た
」と
思
え
る
町
づ
く
り
の
議
論
が
な
さ

れ
る
な
ら
、議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と
は
、多
く
の
情

報
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
数
少
な
い
機
会
だ
と
思
い

ま
す
。

　
嘉
島
町
の
皆
さ
ま
、ぜ
ひ
年
４
回
の
議
会
を
傍
聴

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
更
な

る
活
発
な
議
論
が
さ
れ
、今
以
上
に「
住
み
や
す
い

嘉
島
町
づ
く
り
」が
な
さ
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
、私
は
他
町
の
議
会
も
傍
聴
し
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。議
会
事
務
局
に
希
望
す
る
の
は
、今

後
の
議
会
日
程
の
周
知
を
広
く
町
民
の
皆
さ
ま
に

知
っ
て
い
た
だ
く
方
法
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

議会を傍聴しませんか
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嘉
島
町
議
会
広
報

第
３
号

発
行・嘉
島
町
議
会

嘉
島
町
役
場

　議
会
事
務
局

〒
8
6
1ｰ

3
1
9
2 

熊
本
県
上
益
城
郡
嘉
島
町
上
島
5
3
0

☎
0
9
6ｰ

2
3
7ｰ

1
1
1
1

　
人
の
幸
福
度
は
計
れ
な
い
が

〝
住
ん
で
よ
か
っ
た
嘉
島
町
〞を

め
ざ
し
皆
様
の
ご
意
見
ご
要
望

を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。（
河
原
）

 

　
第
３
号
が
で
き
ま
し
た
。町
民

の
皆
様
に
感
心
を
深
め
て
頂
け

る
よ
う
、誌
面
づ
く
り
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。（
住
田
）

　
編
集
委
員
全
員
で
の
創
意
工

夫
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。町
民
の
皆

様
、愛
読
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。（
富
山
）

　
今
年
の
桜
の
開
花
は
遅
咲
き

系
追
い
込
み
型
だ
そ
う
で
す
。綺

麗
な
桜
を
見
る
と
被
災
地
の

方
々
を
思
い
複
雑
な
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

　
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を

願
っ
て
い
ま
す
。（
鍋
田
）

　
幼
稚
園
や
小
・
中
学
校
の
卒

業
式
に
出
席
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
が
、涙
を
が
ま
ん
す
る
の
で
精

一
杯
で
し
た
。（
宮
本
）

編
集
後
記

委
員
長

　河
原

　泉

副
委
員
長

　住
田

　守

委

　
　員

　富
山

　勝

委

　
　員

　鍋
田

　平

委

　
　員

　宮
本
睦
生

再生紙を使用しています。

発
行
責
任
者
／
議
長 

津
出
悦
男

次の定例議会は、6月に開催予定です。
議会開催場所は、嘉島町役場3階議場です。

・傍聴人受付簿に傍聴年月日、住所、氏名年齢を記入するだけです。
・議会当日又は事前に申し込むこともできます。
・傍聴できる定員は16名です。
その他、議会に関することは議会事務局へお尋ねください。

傍聴要領

議　場

傍聴席


